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クライアントから 思いや期待を引き出す
コンサルタント の質問力・問いの立て方

～新しい「経営品質」の活用～

ライブ講師®実践会



実践会 会員ニーズ・アンケート結果（2022/6）
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NO1.質問・問いのデザイン

●ライブ講師®実践会 会員の方のご興味ＮＯ1は、

「質問・問いのデザイン」でした。



①経営コンサルタントが、クライアントに対して、どんな

アプローチ（問いの立て方）をしているのかがわかる

（あくまで、寺沢の場合ですが）

②そのアプローチ（問いの立て方）に、「経営品質」の
フレームワークを、どう活用しているかがわかる

③①②を通じて、ご自身のビジネスでの活用方法が
イメージできる

＊２８才でコンサルタントになった私が、フルコミッション
契約で、３０年間仕事を続けてこられた理由

【ゴール】 このセミナーで得られること



よいお客様に
なっていただく
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さまざまなコンサルティングテーマ

クライアントの心の声

「売上が頭打ち」 「人が育たない」 「コンサル営業がで
きない」 「ＤＸの進め方がわからない」 「人事制度を見
直したい」 「経営のアドバイスができる税理士が欲し
い」 「幹部が育たない」 ・・・
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ステップ１

声をかけられる前から 「発信と誘引」

ステップ２

声をかけられたら 「共感と整理」

ステップ３

今すぐ解決する 「安心と信頼」

ステップ４

ともに探究する 「共創と納得」

ステップ５

選んでもらい背中を押す 「約束と自走」

【ピットインの５ステップ】

経営品質の
知 識



顧客価値の創造
(社員の自主性)(社会と協調)

基本理念 ７つのコンセプト（逆算、創発、意味・価値観、腹落ち、洞察、対話、制約）

経営品質 新ガイドライン2022 全体マップ

自組織の特徴 経営の設計図 実践領域（活動と成果）

①歴史を振り返る

②強み・価値観を
探求する

③これまでの
成功ストーリー

④ビジネスモデル
環境変化の理解
単独 / 複数事業
・組織能力
・顧客・市場
・顧客価値提供

Ⅰありたい姿

Ⅱ戦略
（道筋）
Ⅵ変革目標

Ⅲ組織能力

Ⅳ顧客・市場

Ⅴ顧客価値提供

１リーダーシップ
社会的責任
ありたい姿へ導く

２戦略的思考と
実効性の向上

３組織能力の
向上と最適化

４顧客市場の
洞察と理解

５顧客価値の
創造Ｚと提供

６ 事業成果
１）変革目標

の結果
２）持続性

卓越性の結果
３）成果からの

振り返り
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【ステップ１】
声をかけられる前から 「発信」と「誘引」

自分なりの仮説 「これしかない！」

●過去の成功体験のうち、未来にも活かせるものは？

●経営を３つの領域からみる

「顧客の理解」 「価値提供プロセス」 「組織能力」

●３つの領域をドライブする２つ

「リーダーシップ」 と 「戦略思考」

●固定費の変動費化 見込生産の受注生産化

●売上 ＝ 客数×客単価×利用頻度

●師弟共学 ●ＲＥＤの原則 ●実例を扱う研修 ・・・
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【ステップ２】
声をかけられたら 「共感」と「整理」

●こんにちは。ありがとう。うれしい（なぜなら）

●今日は、どのようなお話を

相手の （ ） に、興味・関心をもつ

●しえあはうす

姿勢 笑顔 アイコンタクト ハッキリ 受けとめ 素直

●相手のことばを 「そのまま」 ｏｒ 「言い換え」

●どこで悩んでいるか

（解決したいのか）

9
現 状

将 来

「どのようにしたら

●●●●になるだろうか？」



【ステップ３】
今すぐ解決する 「安心」と「信頼」

●他社では、どうしていますか → 「（回答）」

●成功例があったら教えてください

●工場をご覧になって、どう思いますか

●○○について困っているのですが

（我が社にあった提案か）

あるいは、こちらから

●○○についてお考えはどうですか

その話を受けて→ 「（回答）実は、・・・」
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（参考１） 書き出してみた 「顧客理解」
ビジネスの特徴（モデル）を分けるカギは
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要 素 ポイント

１ 顧客選定 消費者/生産者、不特定多数/特定少数、既存/新規

２ 意思決定者 設計者、購買者、荷受者、利用者、支払者

３ 地 域 国(地域）内/国(地域)外

４ 競争環境 シェア、５フォースモデル

５ 市場地位 リーダー、チャレンジャー、フォロワー、ニッチャー

６ チャネル 小売/卸売/製品メーカー/原料メーカー、開放/閉鎖

７ 業界構造 協働環境・役割分担（垂直/水平）、規制

８ 環境変化
（市場、技術）

変化少ない/激しい、連続性あり/なし



（参考２） 書き出してみた 「価値提供」
ビジネスの特徴（モデル）を分けるカギは②
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要 素 ポイント

１ 提供領域 素材/部品/製品/サービス

２ 品 質 仕様の明確度、情報優位性、稀少性

３ 寿 命 単体の寿命、種(ブランド）の寿命

４ 品 種・ロット 多/少、カスタマイズ度、（範囲の経済）

５ 価 格 １品・１回当たり購入額、生涯取引額

６ 納 期 リードタイム、受注確定度

７ 需要変動 ライフサイクル、季節変動

８ 価値共有・共創 可視性、利用状況把握、顧客参加・同時性

９ 顧客伝達性 紹介で拡がるか

10 時間認識 時間効率/時間消費



（参考３） 書き出してみた 「組織能力」
ビジネスの特徴（モデル）を分けるカギは

13

特 性 ポイント

１ 収益構造① 利幅/回転 プロジェクト/サブスク

２ 収益構造② 固定費型/変動費型、労働集約型/設備型

３ 顧客接点プロセス 多い/少ない リアル/バーチャル

４ 生産形態 見込生産/受注生産

５ 技術開発 基礎研究/応用研究

６ 役割分担 垂直(事業別）/水平（機能別）、商物一体/分離

７ 人的資源 専門性/多能化（業務互換性）、雇用長/短



【ステップ４】 ともに探究する 「共創と納得」

【過去】 ～ 【現在】

外
部
環
境

顧客市場
理解と洞察

収益構造Ｃ/Ｆ投資
管理 KPI 意思決定

組織能力
向上と最適化

リーダーシップ

巻込み社会

社会・経済
認識

業界・競合
認識

内
部
資
源

【未来】

【実践領域】

ビジョン（北極星目指すもの）

価値観（大切にし続けるもの）

商品サービス
提供プロセス



（参考４） ステップアップ



（参考５） 改善仮説
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顧客理解 価値提供 組織能力 戦略とＬＳ

ＡＡ

Ａ

Ｂ

Ｃ



【ステップ５】
選んでもらい背中を押す 「約束と自走」

17

１か月め ２か月め ３か月め ４か月め ５か月め

ＳＴＥＰ１
原点を探る

ＳＴＥＰ２
既存の仕組み
と整合させる

ＳＴＥＰ３
知識を得る
他社から学ぶ

ＳＴＥＰ４
継続的成長の
種をまく

●
理
念
体
系
の
整
理

●エグゼクティブコーチング

●経営幹部インタビュー/現場視察

●ビジネスモデル
の見える化

●理念づくりの
基礎知識共有
（研修）

●
「こ
と
ば
」は
仮
決
め

●
理
念
体
系
と
「
こ
と
ば
」
の
決
定

●社員アンケート （１）
問題意識を問う

●社員アンケート （２）
ことばの募集
活用方法を問う

●キックオフの
準備

●
キ
ッ
ク
オ
フ

（社員研修）

●
事
前
資
料
分
析
・整
理

●既存制度の
課題整理

継続的に実施

●ベンチマーキング
（他社事例）

成果品

■スケジュール
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■推進体制

プロジェクトメンバー・対象者

プロジェクト推進リーダー

プロジェクト事務局

コンサルタント

寺 沢 俊 哉
＊必要に応じて、ご了解の上、
適宜専門家の参加も検討

役 割 備 考

プロジェクト
推進リーダー

プロジェクト全体に関する
意思決定をします。

プロジェクト
メンバー

社内情報の収集、問題解決案の創出、
モデルとしての行動をとります。

対 象 者 プロジェクトの影響（効果）を
受け取り、社内で実践します。

プロジェクト
事務局

全体のスケジュール管理、
コンサルタントとの連絡をします。

コンサルタント プロジェクト全体に関するアドバイス
関連情報の提供などを行います。

実施方法・連絡方法

今後、詳細を決定



自分への問い

どれだけ、内職しているか？
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どれだけ、好きな人に貢献

できるか？



寺 沢 俊 哉

大手流通系企業を経て、１９８９年、公益財団法人 日本生産性本部にコンサルタン
ト給費生として最年少で入社。以来、経営コンサルタントとして約３０年にわたり、
上場企業から中堅企業まで約２００社の経営コンサルティング、数万人の研修を実施。
コンサルティングと研修を融合させた、独自のワークショップは、参加者自身の課題
を題材に進めるため実践的であり、リピート率は８割を超える。研修テーマは、リー
ダーシップ、ファシリテーション、プレゼンテーション、講師養成など。１９９８年
以降、卓越した企業を表彰する「日本経営品質賞」の審査員として、その後、埼玉
県・徳島県経営品質賞判定委員として、経営品質の普及推進活動に従事している。
２０１５年より、「人前で教える技術」を磨きあう、「ライブ講師®実践会」を主催。
数多くの講師、コンサル、ビジネスリーダーが参加し、ともに学びを続けている。

公益財団法人日本生産性本部 主席経営コンサルタント
ライブ講師®実践会 代表 https://live5.jp/

人前で話す・
教える技術
（生産性出版）

感動の会議！
（ディスカヴァー21）

プロ研修講師の
教える技術

（ディスカヴァー21）

人材育成
（中央経済社）

対話で学ぶ経営品質
（生産性出版）

１分で
共感される会議
（生産性出版）


